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  穿刺実習によるアンケート調査 
      学生、若手医師、専門医師４５人を対象に穿刺実習をおこない有用性における評    
    価や甲状腺疾患に対する興味の変化について検討した。 
 











  穿刺実習によるアンケート調査 
      穿刺実習施行した全員がこの甲状腺ファントムは穿刺吸引細胞診のトレーニングと  
    して有用であると回答し穿刺実習前後で甲状腺疾患に対する興味の増加が確認できた。 
 
考   察 
３D プリンターによる実寸大模型作成により、エコー画像では構造や色調が類似している
精巧なファントムを作製する事ができた。 
機能的には粘稠性のある材料を使用する事により穿刺痕が残存する既存のファントムの
欠点を補う事ができアンケート調査の結果も含め、総合的に超音波を用いた FNAC のトレーニ
ングに用いる事ができる品質であることが確認できた。 
また、３D プリンターを使用しているため、鋳型作製などの総額の費用は高額であるが、
鋳型作製後は安価で作製する事が可能であり、経済的にも利点があると考えられた。 
この甲状腺ファントムを使用し、穿刺吸引細胞診のトレーニングを行う事は、甲状腺疾患
に対する興味の変化や知識の増加につながる可能性が示唆された。 
今後、この甲状腺ファントムを使用し、学生や若手医師を対象とした穿刺吸引細胞診のト
レーニングを行い、その有用性ついて詳細に検討していく。 
